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人口 40，004人 (+32) 

男 19，116人 (+20)

女 20，888人 (+12)

世帯数 12，730世帯 (十13)

面積 240.93平方キロメートル
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旧
跡
を
た
ど
る
⑪

止
善
書
院

明
倫
堂
跡

大
洲
藩
校
止
善
書
院
明
倫
堂
は
、
一

七
四
七
年
の
開
校
か
ら
一
八
七
二
年
廃

校
ま
で
の
百
二
十
五
年
間
、
藩
士
の
子

弟
を
教
育
し
多
く
の
人
材
を
養
成
し
ま

し
た
。大
洲
藩
第
五
代
藩
主
加
藤
泰
温
は
、

陽
明
学
を
学
び
、
陽
明
学
者
三
輪
執
斎

を
大
洲
に
招
こ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
老
齢
の
た
め
、
そ
の
高
弟
で
あ
る
川

田
雄
琴
が
大
洲
で
藩
士
の
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
。

当
時
、
藩
の
財
政
状
態
が
窮
迫
し
て

お
り
、
明
倫
堂
の
建
設
も
困
難
で
し
た

が
、
教
化
の
備
え
と
し
て
学
校
は
必
要

不
可
決
と
す
る
川
田
雄
琴
、
大
洲
藩
主

や
す
あ
つ
や
す
み
ち

加
藤
泰
沼
伺
泰
街
の
努
力
に
よ
っ
て
今

の
大
洲
警
察
署
の
敷
地
に
詞
堂
(
明
倫

堂
)
と
講
学
書
院
(
止
善
書
院
)
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
敷
地
の
東
南
に
あ
る
土
蔵

と
、
警
察
署
前
の
溝
に
敷
地
の
一
部
が

残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年
九
月

に
大
洲
市
指
定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。
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昭和61年12月1日

ま考える

おおず

肱川流域い

広報

肱
川
流
域
、
未
来
の
在
り
方
を
研
究
す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十

二
月
六
日
(
土
)
、
七
日
(
日
)
、
に
大
洲
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
は
、
肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
(
昭
和
五
十
九
年
発
足
、
構
成

は
大
洲
市
、
内
子
町
、
長
浜
町
、
五
十
崎
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
一
市

五
町
村
)
で
十
二
月
六
日
に
は
、
前
夜
祭
と
し
て
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー

ト
、
七
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
ミ
ツ
シ
ェ
ル
・
ソ
ラ
ン
ト
氏
、
東
大

名
誉
教
捜
の
大
島
恵
一
氏
に
よ
る
講
演
、
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
聞
か
れ
ま
す
。

大洲市民会館で開催

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会
は
、
肱

川
流
域
の
開
発
、
発
展
を
目
指
し
て
昭

和
五
十
九
年
一
月
に
結
成
さ
れ
、
会
長

は
近
田
宣
秋
大
洲
市
長
で
す
。

昨
年
、
県
社
会
経
済
研
究
財
団
に
肱

川
流
域
開
発
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を

依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
三
月
に
で
き
た
報
告
書
に
よ
る

と
開
発
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

ワ日• 12月6日

①
松
山
・
道
後
と
南
レ
ク
と
の
中
間
拠

点
と
し
て
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
基
地
づ
く

り
を
す
る
。

②
流
域
の
風
土
は
南
フ
ラ
ン
ス
に
似
て

お
り
、
当
地
の
観
光
資
源
に
フ
ラ
ン
ス

的
風
情
を
添
え
た
「
フ
ラ
ン
ス
村
」
を

開
発
の
統
一
的
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
。

の
二
点
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
流
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
と
肱
川
、
森
林
、
古
い
街
並
み
、

伝
統
工
芸
、
味
覚
な
ど
固
有
の
観
光
資

源
を
活
用
し
、
国
際
性
を
加
味
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
流
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ

て
新
し
い
生
活
文
化
圏
の
形
成
を
目
指

巳
し
て
い
ま
す
。

県
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
第
一
弾

小
が
、
今
回
開
催
さ
れ
る
肱
川
流
域
シ
ン

[
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

スン一フフ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
次
の
よ
う
に

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
す
。
(
敬
称
略
)

「フランス村」

づくりによる

V
記
念
講
演

観光開発を目指して

「
フ
ラ
ン
ス
の
人
と
文
化
」

ー
日
仏
の
接
点
を
も
と
め
で
!

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
付
文
化
担
当
官

ジ
ャ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ソ
ラ
ン
ト

V
基
調
講
漬

「
新
産
業
革
命
と
ま
ち
ホ
つ
く
り
」

フ
ラ
ン
ス
村
観
光
開
発
構
想
ヘ

若
干
の
提
言

東
大
名
誉
教
授
大
島
恵
一

(
日
仏
賢
人
会
メ
ン
バ
ー
)

V
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
肱
川
に
お
け
る
鮒
年
代
の

農
業
・
観
光
・
国
際
化
を
考
え
る
」

ー
フ
ラ
ン
ス
村
開
発
構
想
を

基
盤
と
し
て

l

①
愛
大
曲
農
学
部
教
捜
堀
田
忠
夫

②
商
大
経
済
学
部
教
按
望
月
清
人

③
械
工
ス
ピ

l
シ
l
常
務
取
締
役

域流l
 
l
 
j
 

臆

佐

藤

靖

雄

④
建
設
省
建
築
研
究
所
客
員
研
究
員

マ
ル
ク
・
ブ
ル
デ
ィ
エ

⑤
地
元
青
年
代
表
大
洲
青
年
会
議
所

前

理

事

長

高

瀬

信

明

⑥
(
司
会
者
)
商
大
経
済
学
部
教
授

村

上

克

美

- 2ー

こ
の
ほ
か
、
六
日
の
前
夜
祭
に
は
、

南
こ
う
せ
つ

H

肱
川
を
か
た
る
H

フ
ォ
ー
ク
の
タ
ベ

ま
た
、
六
日
、
七
日
の
両
日
に
は
、

ふ
る
さ
と
(
肱
川
流
域
)
の
物
産
展
示

会
が
聞
か
れ
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
後
は
、
県
の
グ

リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
、
ア
グ
リ
ト
ピ
ア

構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
、
新
し
い
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
市
町
村
の
共

同
事
業
の
調
整
を
推
進
し
て
、
肱
川
流

域
開
発
を
促
進
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
企
画
情
報

室

宮

⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
3



おおず広報

十
月
十
ノ、

大
洲
市
の
人
口
は
、
合
併
し
た
当
時
は
約
四
万
七
千
人
で
し
た
が
、
昭

和
四
十
四
年
に
四
万
人
を
割
り
、
ぞ
れ
以
後
は
三
万
八
千
人

1
三
万
九
千

人
台
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
か
ら
は
、
や
や
増
加
し
だ
し
、
今
年
の
十
月
十
六
日
に
瀧

野
ま
り
え
ち
ゃ
ん
の
出
生
届
が
出
さ
れ
て
、
大
洲
市
の
人
口
は
四
万
人
と

な
り
ま
し
た
。

ま
り
え
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
(
和
久
さ
ん

l
三
十
二
歳
)
に
は
酒
井
助

役
か
ら
記
念
の
ア
ル
バ
ム
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭和61年12月1日

企酒井助役から記念のアルバムを受ける瀧野さん

(四万人目は瀧野まりえちゃん)

自
に
到
達

四
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
大
洲
市

西
大
洲
、
会
社
員
瀧
野
和
久
さ
ん
の
長

女
の
ま
り
え
ち
ゃ
ん
。

十
月
七
日
、
午
前
十
一
時
十
分
に
市

立
大
洲
病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

酒
井
助
役
か
ら
、
「
大
洲
市
に
と
っ

て
も
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
元
気
に
育
っ
て
幸
せ
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
祝
福
の
言
葉
と
共
に
記

念
の
ア
ル
バ
ム
が
瀧
野
さ
ん
に
手
渡
さ

れ
る
と
、
市
の
職
員
や
居
合
わ
せ
た
市

民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ
り
ま

し
た
。瀧
野
さ
ん
は
、
「
四
万
人
目
と
聞
い

て
感
激
し
て
い
ま
す
。
私
も
大
洲
市
の

誕
生
し
た
昭
和
二
十
九
年
に
生
ま
れ
て

お
り
、
二
人
目
の
子
供
が
四
万
人
目
と

な
る
の
も
、
何
か
の
縁
で
し
ょ
う
か
。

ま
り
え
は
、
素
直
な
人
間
に
育
て
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

四
万
人
の
内
訳
は
、
男
一
万
九
千
百

十
五
人
、
女
二
万
八
百
八
十
五
人
。

大
洲
市
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
九
年

九
月
一
目
、
十
ヶ
町
村
が
合
併
し
た
と

き
に
は
、
四
万
六
千
八
百
八
十
五
人
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
三
十
三
年
ご
ろ
か

ら
人
口
が
減
り
続
け
、
昭
和
四
十
四
年

に
は
、
三
万
人
台
に
落
ち
込
ん
で
し
ま

大洲市人口の動き(住民基本台帳から)

45，490人

47，399人

人仰

い
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
の
四
、
五
年
に
は
、
人

口
も
年
平
均
し
て
約
百
五
十
人
増
え
で

わ
り
、
い
つ
四
万
人
に
達
す
る
か
と
昭

和
五
十
八
年
ご
ろ
か
ら
関
心
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
、
一
月
に
は
、
人
口
三
万
九
千

九
百
三
十
七
人
で
ス
タ
ー
ト
、
三
月
に

は
高
校
生
の
大
学
進
学
や
就
職
の
た
め

三
百
十
七
人
減
り
、
四
月
に
は
転
入
な

ど
が
あ
り
二
百
八
人
増
え
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
、
人
口
三
万
九
千
八

百
二
十
一
人
(
あ
と
百
七
十
九
人
)
と

な
り
、
今
年
も
だ
め
か
、
と
悲
観
的
な

ム
i
ド
で
し
た
が
、
七
月
に
入
っ
て
六

十
人
増
え
た
の
が
大
き
く
、
九
月
末
に

は
、
あ
と
二
十
八
人
ま
で
迫
り
、
十
月

40，000人

61 

年

55 

年

38，560人

50 

年

45 

年

40 

年

41，598人

35 

年

30 

年

人nv 

十
六
日
に
待
望
の
四
万
人
に
到
達
し
ま

し
た
。増
え
た
原
因
と
し
て
は
、
出
生
に
よ

る
自
然
増
よ
り
も
、
転
入
者
に
よ
る
社

会
増
と
言
え
る
よ
う
で
す
。

転
入
者
が
多
い
要
因
と
し
て
は
、
平

野
、
菅
田
な
ど
の
団
地
造
成
、
県
下
で

は
、
松
山
市
に
次
い
で
二
番
目
に
広
い

土
地
と
肱
川
の
豊
富
な
水
を
利
用
で
き

る
た
め
の
企
業
進
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。県
下
の
市
で
は
、
六
番
目
の
八
幡
浜

市
(
約
四
万
一
千
人
)
に
次
い
で
七
番

目
の
人
口
で
す
が
、
国
道
大
洲
バ
イ
パ

ス
な
ど
交
通
網
の
整
備
、
企
業
誘
致
が

順
調
に
進
め
ば
、
南
予
の
中
核
都
市
と

し
て
発
展
す
る
可
能
性
は
十
分
で
す
。

人口
/ 

昭和

3 -



昭和61年12月1日

昭
和
六
十

おおず

年

市
民
運
動
会

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
の
体
育
の
目
、
市
民
運
動
会
が
喜
瀬

多
小
学
校
を
会
場
に
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

J

今
ま
で
三
年
連
続
優
勝
の
柳
沢
地
区
が
今
年
も
十
種
目
の
肉
、
明

五
種
目
で
一
位
に
な
る
な
ど
圧
倒
的
な
強
さ
で
四
年
連
続
優
勝
を
一

果
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
応
援
合
戦
も
に
ぎ
や
か
で
各
地
区
で
牛
鬼
や
大
蛇
な

ど
を
繰
り
出
し
熱
の
入
っ
た
応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。

競
技
す
る
人
も
応
援
す
る
人
も
い
い
汗
を
流
し
た
こ
の
一
目
、

地
域
の
連
帯
感
も
深
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
気
分
の
中
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

広報

持
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森永茂史選手.選手宣誓をする新谷地区

表

ロL
玉 オぞ

ーコ ボ 辛』ヌあ口， ソナ 糸 メ 年齢別 lEL 1 目原 日乍
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な チイ ま ボジ 年

人
ト

jレ ボス き リレ
レ てJド しミ lシ }I民送 あ lキ 完争走

オ1 コ之、 き り 、、 jレヤ jレン 女男 言十 イ立 イ立

肱南 11 2 4 7 3 4 6 3 8 2 50 9 8 

肱北A 1 1 4 3 11 6 1 4 12 9 52 8 11 

肱北B 8 3 4 5 2 1 3 1 2 11 40 12 10 

平野 4 6 4 8 7 8 2 7 6 12 64 7 4 

南久米 2 5 4 1 1 5 7 8 9 3 45 10 9 

菅田 7 8 7 6 8 7 8 6 4 5 66 6 2 

大川 6 4 4 2 5 3 4 5 10 l 44 11 12 

柳沢 12 10 12 9 10 12 12 12 11 7 107 1 l 

新谷 10 7 7 11 12 11 9 2 5 10 84 2 3 

二善 9 11 11 10 4 10 10 9 3 6 83 3 6 

八多喜 3 12 10 12 6 9 5 11 7 4 79 4 5 

上須戒 5 9 7 4 9 2 11 10 l 8 66 5 7 
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点得ム一A動

企市長も飛び入り参加

運民市



昭和61年12月1日 おおず広報

持拡J勾弘

企ゃった/一着

カ
メ
ラ
で
お
っ
た
市
民
運
動
会

たからひろい……中身は伺だろう?

企力の入るつなひき

.A天にものぼれ

活発な応援合戦

1も

A 狙いをつけてボーノレをエイ 1 ! 

「
h
d

V柳沢金谷公民館長ヘ優勝旗が手渡されました

sI '_"〆



おおず 昭和61年12月1日広報

大 洲の秋を満喫

最
近
は
、
修
学
旅
行
も
現
地
の
農
家
や
工
場
で

η

体
験
学
習
H

す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
洲
市
に
も
十
月
五
日
1
七
日
に
は
神
奈
川

県
生
田
高
校
が
、
ま
た
十
月
八
日
に
は
東
京
都
の
大
泉
北
高
校
の
修
学
旅

行
生
が
訪
れ
、
い
も
た
き
、
酪
農
、
カ
ジ
カ
漁
な
ど
を
体
験
し
、
宿
泊
先

の
農
家
で
ア
ユ
、
川
ガ
二
な
ど
の
郷
土
料
理
を
食
べ
て
大
洲
の
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

鈴
木
一
久
教
諭
に
引
率
さ
れ
た
五
十

八
人
の
生
徒
は
、
五
日
に
は
い
も
た
き
、

六
日
に
は
、
養
蚕
農
家
と
伊
予
蚕
糸
農

協
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
大
洲
市
菅
田

の
村
上
包
芳
さ
ん
ら
九
戸
の
酪
農
家
に

分
散
し
て
宿
泊
。

カ
ブ
の
ま
び
き
や
乳
製
品
守
つ
く
り
な

ど
都
会
で
は
体
験
で
き
な
い
農
家
の
生

活
を
学
び
、
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
通

じ
て
宿
泊
し
た
農
家
と

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

徒生本〈
4
A
1
 

吉
岡田生ワゴワコ牛るれ触てめnU 

4
5
A
l
 

A
且

神
奈
川
県
立
生
田
高
校

生
田
高
校
は
、
進
学
校
で
生
徒
も
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
が
多
く
農
家
の
生

活
な
ど
を
知
ら
な
い
た
め
、
人
間
的
な

触
れ
合
い
や
農
家
の
生
産
過
程
を
勉
強

す
る
た
め
、
修
学
旅
行
に
は
体
験
学
習

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

東

京

都

立

大
泉
北
高
校

大
泉
北
高
校
の
生
徒

で
、
大
洲
入
り
し
た
の
は
九
十
二
人
。

宿
泊
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ
ジ

カ
漁
、
竹
細
工
、
水
稲
、
酪
農
と
大
洲

市
の
伝
統
産
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

カ
ジ
カ
漁
は
、
八
多
喜
の
田
中
敏
克

さ
ん
が
指
導
し
、
生
徒
た
ち
は
大
き
な

四
ツ
手
綱
を
水
中
に
置
い
て
、
そ
こ
に

ガ
ラ
引
き
と
呼
ば
れ
る
綱
を
引
い
て
カ

ジ
カ
を
追
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
素
足

で
川
底
を
歩
い
た
た
め
か
な
り
足
が
痛

か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
「
と
で

も
面
白
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

(
老
齢
基
礎
年
金
)

障

害

年

金

併
給
で
き
ま
せ
ん

特
別
一
時
金
を
返
還

年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
次
の
人
は

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格

が
で
き
て
も
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た。
こ
の
た
め
障
害
年
金
を
受
け
始
め
た

月
以
後
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
年

に
つ
き
二
万
四
千
円
が
返
還
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

(
対
象
)

①
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
共
済
年
金
、

旧
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人

②
障
害
基
礎
年
金
(
旧
障
害
福
祉
年
金
)

を
受
給
し
、
か
つ
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
国
民
年
金
を
納
め
て
い
る
人

(
請
求
に
必
要
な
も
の
)

①
現
在
、
受
け
て
い
る
年
金
の
証
書

②
国
民
年
金
手
帳

③
請
求
者
の
預
金
通
帳

④
印
鑑

※
た
だ
し
、
共
済
組
合
の
障
害
年
金
を

受
け
て
い
る
人
は
、
各
共
済
組
合
の
発

行
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

こ
の
特
別
一
時
金
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
大
洲
市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
5
6
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おおず

火
は
、
人
聞
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
誤
ま
る
と
あ
な

た
の
大
切
な
財
産
や
生
命
ま
で
も
奪
っ

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も
の
に
も
な
り
ま

す。
全
国
の
建
物
火
災
の
主
な
出
火
原
因

の
一
番
は
こ
ん
ろ
(
一
五
・
四
%
て
そ

の
次
が
放
火
、
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
失
火
が
原
因
の
場
合
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
を
配
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
年
末
年
始
は
、
あ
わ
た
だ
し
さ

や
忙
が
し
さ
に
追
わ
れ
て
、
つ
い
ウ
ッ

カ
り
忘
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
が
ち
で

す
が
、
尊
い
命
や
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ロ

出
火
原
因

番
は
こ
ん
ろ

風
B
か
ま
ど

①
ガ
ス
・
灯
油
風
呂
は
使
用
説
明
書
を

よ
く
読
み
正
確
な
操
作
を
す
る
。

②
月
に
一
度
は
か
ま
ど
の
点
検
を
。

出
入
あ
そ
び

①
子
供
の
子
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置
か
な
い
。

②
火
あ
そ
び
を
子
供
が
し
て
い
た
ら
、

注
意
す
る
。

広報

年
末
年
始
の
火
災
を
防
ご
う

③②①ス②①た③②①
は給物ス分ンスト寝皿完たば原はガい使場揚
、油をト距、ト lたに全ばこ困、ス使用をげ
消や干 i離障 lブば入にこ を販の用説離物
火移さブを子ブ これ消の 確売臭を明れを
し動なのあなは をる火す か庖いす書なし
ですい上けど、 し。しい めにがるをいで
わる。にるかカ な でが る連す。よ。い
くと洗。ら l い 、ら 。絡るく る
。き濯十テ 。灰は しと読と

てきんき
て、は:

建物火災の主な出火原因(S59年度)
正そ
し σコ

魅
力
を
埠
し
た
中
退
金

こ
の
中
退
金
制
度
は
、
大
企
業
と
新
し
く
制
度
加
入
す
る
事
業
主
に
は

同
じ
よ
う
に
退
職
金
を
支
払
う
こ
と
掛
金
の
三
分
の
一
を
二
年
間
、
国
が
補

の
困
難
な
中
小
企
業
の
た
め
の
も
の
助
し
ま
す
。

で
、
十
二
月
か
ら
新
制
度
が
ス
タ
ー
・
掛
金
月
額
の
最
高
が
二
万
円
に
な
り

ト

し

ま

す

。

ま

す

。

.
掛
金
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
掛
金
月
額
の
最
低
が
千
二
百
円
か
ら

三
千
円
に
、
最
高
が
一
万
六
千
円
か

ら
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関

か
、
中
退
金
・
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ

ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(
お
問
い
合
わ
せ
は
)

大
中
退
金
・
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

宮

0
3
・
4
3
6
・
0
1
5
1

昭和61年12月1日

十
月
二
十
八
日
、
大
洲
市
役
所
二
階

大
ホ
l
ル
で
、
学
校
関
係
者
、
青
年
団

婦
人
会
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し
て
、

大
洲
市
社
会
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

研
究
主
題
は
、
「
豊
か
な
心
と
地
域

守
つ
く
り
を
目
指
す
社
会
教
育
活
動
」
で
、

今
回
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ
っ

て
、
青
年
団
や
婦
人
会
、

P
T
A
の
人

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る

り
生
涯
学
習
山
に
つ
い
て
の
発
表
が
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
に
開
会
し
、
近
田
市
長

が
「
時
代
の
流
れ
に
適
応
し
た
学
習
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
適
確
な

情
報
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ

た
あ
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
移
り
、
次

パネラーのみなさん企シンポジウム

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

①
青
年
団
に
お
け
る
生
涯
学
習

大
洲
市
連
合
青
年
団
武
田
康
秀

②
社
会
教
育
関
係
団
体
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
進
め
方

大
洲
市
連
合
婦
人
会
渡
部
み
ね
子

③
P
T
A
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
進
め

方
に
つ
い
て

大
洲
市
P
T
A
連

合

会

二

宮

賢

④
高
齢
者
生
涯
学
習
の
進
め
方
に
つ
い

て
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
河

野

茂

乗

午
後
か
ら
は
、
「
地
域
守
つ
く
り
と
社

会
教
育
」
を
テ
l
マ
に
愛
媛
県
公
民
館

連
絡
協
議
会
会
長
の
河
野
常
正
さ
ん
の

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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おおず 昭和61年12月1日

お知らせコーナー

ず

受け取ってください

土語 所
経営者が客に公給領収証を発

行しなければならない場合

料 玉里 民

ノ¥ 料金の多少にかかわらずすべての場合

キャバレー

自大 食 庖 1人 1[白の料金が 2，500円を超える

スナ yクなど 場合

01人 1泊 2食の料金が 5，000円を

超える場合

0宿泊客の 1泊 2食以外の料金が

の飲食 2，500円

旅 賞吉 0宿泊客の昼食 を超える

宿泊客以外の者の飲食 場合

休食など

0割烹旅館における飲食、休憩など

はすべての場合

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
相
談
電
話
」

必lま室田収領

宮

0
8
7
8⑫
2
0
0
0

広報

覚せい剤

近寄らない・近づけない

ま
す
。み
な
さ
ん
が
、
料
理
底
、
パ

1
、
旅

館
な
ど
で
遊
興
、
飲
食
さ
れ
た
と
き
は

必
ず
領
収
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

党
せ
い
剤
事
犯
の
半
数
は
、
再
犯
者

で
す
。
い
ち
ど
覚
せ
い
剤
を
始
め
る
と

い
か
に
や
め
ら
れ
な
く
な
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

最
近
の
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は

指
導
取
締
り
が
強
化
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
増
加
す
る
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

四
国
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
に
十

月
か
ら
相
談
電
話
を
設
け
て
、
党
せ
い

剤
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

勇
気
を
持
っ
て
、
お
早
め
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

い
じ
め
'
体
罰
の
根
を
絶
と
う

第
三
十
八
回
人
権
週
間
川

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
人
権
週
間
で
す
。

私
た
ち
が
、
豊
か
な
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
次
の
四
項

目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

V
い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

亨
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

V
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

V
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
ら
の
い
じ

め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
場

合
は
、
わ
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

こんなときには

検察審査会へ

と相談を

宮⑫2038

交
通
事
故
で
被
害
を
受
け
た
の
に
、

加
害
者
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
警
察
、
検
察
庁
で
調
べ
を
し

た
が
不
起
訴
処
分
に
な
っ
た
。
ど
う
し

電

話

宮
⑫
0
4
7
4

宮
⑫
5
1
3
7

宮

(
ω
3
7
9
4

E
@
0
4
9
3
 

宮
⑫
3
7
7
3
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十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十
九
日

ま
で
の
一
ヶ
月
聞
は
、
公
給
領
収
書
完

全
発
行
強
調
運
動
の
期
間
で
す
。

別
表
の
よ
う
な
場
合
に
は
必
ず
公
給

領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
も
納
得
で
き
な
い
が
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
に
は
、
禁
干
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
に
限
ら

ず
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
(
料
金
無
料

秘
密
厳
守
)

大
洲
検
察
審
査
会
日
大
洲
市
大
洲
8

4
5
2
0
8
9
3
⑫
2
0
3
8
 

(
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内
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おおず広報昭和61年12月1日

腕だけではあなたの命を

支えられません

11月からはシートベルトに点数制度適用

昨
年
九
月
に
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
か
な
り

の
人
が
者
用
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

衝
突
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ

ク
は
、
た
と
え
時
速
二
十
キ
ロ
の
低
速

で
走
っ
て
い
て
も
体
重
の
六

1
七
倍
程

度
の
力
が
加
わ
り
ま
す
。

衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
を
人
聞
が
子
で
支

え
ら
れ
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
体
重
の
二

倍
か
ら
三
倍
程
度
、
こ
れ
を
時
速
に
直

す
と
時
速
七
キ
ロ
が
限
度
で
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
、
全
て
の
道
路
で

シ
i
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と

行
政
処
分
点
数
一
点
が
付
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
処
分
さ
れ

る
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
命
、
同

乗
者
の
命
を
守
る
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
積
極
的
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
必
要
性

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
は
、
衝
突
の

シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
、
体
が
前
に
飛
び
門

出
す
の
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
着
用
し
て
~

い
な
い
と
、
頭
や
胸
を
強
打
し
た
り
、
日

車
外
に
飛
び
だ
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
日

交
通
事
故
の
状
況
、
結
果
は
次
の
よ
う
日

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
日

き

ま

し

ょ

う

。

明

小

学

校

六

年

男

子

甲
高
速
道
路
で
の
死
亡
事
故
は
少
な
く
市
そ
れ
は
、
ぼ
く
が
ま
だ
五
年
生
の
時

死
亡
事
故
の
九
八
%
は
一
般
道
路
で
発
出
の
こ
と
だ
っ
た
。
六
年
生
に

A
と
い
う

生

し

て

い

る

白

人

が

い

た

。

そ

の

時

は

謹

式

学

級

で

、

V
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
交
一
五
・
六
年
生
が
一
緒
に
な
っ
て
い
た
。

通
事
故
の
五
十
%
は
運
転
開
始
後
三
十
一

A
君
は
ち
ょ
っ
と
服
そ
う
が
ふ
け
っ
で

分
以
内
に
発
生
し
て
い
る
日
み
ん
な
か
ら
の
け
も
の
に
さ
れ
る
こ
と

V
自
分
だ
け
が
運
転
し
て
い
る
の
で
は
一
が
多
か
っ
た
。

あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
死
亡
者
の
四
O
%
ヂ
あ
る
ご
飯
の
給
食
の
時
、
ご
飯
が
残

は

も

ら

い

事

故

平

っ

て

し

ま

っ

た

。

こ

う

い

う

時

は

、

ク

V
死
亡
事
故
の
三
人
に
一
人
は
同
乗
者
平
ラ
ス
の
者
が
順
番
で
わ
に
ぎ
り
を
作
る

1
J川
U
Uリ
川
引
け
つ
J
で
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ち
ょ
う

(
点
数
制
度
の
内
容
一
一

「
ー
川
崎
川
間
同
同
司
円
し
町
ど
こ
の
日
は
、

A
君
の
番
に
あ
た
っ
て

次
の
よ
う
な
場
合
に
違
反
点
数
が
つ
向
い
た
。

き

ま

す

。

向

「

今

日

は

A
君
の
番
だ
ぞ
L

V
運
転
者
が
着
用
し
て
い
な
い
場
合
一
「
は
よ
う
つ
く
れ
や
」

V
助
手
席
の
同
乗
者
が
着
用
し
て
い
な
一
と
み
ん
な
が
い
っ
た
。
だ
が

A
君
は
、

い
場
合
H
U
運
転
者
に
一
点
付
加
一
ま
わ
り
の
者
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(

特

例

)

一

お

し

だ

ま

っ

た

ま

ま

で

、

お

に

ぎ

り

を

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
適
用
が
除
外
一
つ
く
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

さ

れ

ま

す

。

泊

先

生

が

こ

ら

れ

て

V
車
を
後
退
さ
せ
る
と
き
巧
「
み
ん
な
は
、
お
に
ぎ
り
を
つ
く
ら
な

V
病
気
な
ど
で
着
用
が
困
難
な
場
合
問
い

A
君
を
悪
く
い
う
け
れ
ど
、
先
生
だ

V
身
体
が
大
き
す
ぎ
、
ま
た
小
さ
す
ぎ
戸
っ
て

A
君
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
絶
対
に

で
適
切
に
着
用
で
き
な
い
場
合
問
お
に
ぎ
り
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
誰
も
食

(
同
乗
者
の
場
合
も
同
じ
で
す
)
吋
ベ
て
く
れ
る
あ
て
の
な
い
わ
に
ぎ
り
を
、

※
三
点
式
ベ
ル
ト
は
、
小
さ
な
子
供
の
一
ど
う
し
て

A
君
が
つ
く
ら
な
い
と
い
け

場
合
危
険
で
す
。
後
部
座
席
で
二
点
式
日
な
い
の
」
と
い
わ
れ
た
。

ベ
ル
ト
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
教
室
は
急
に
静
か
に
な
っ
た
。
ぼ
く

No.98 

お
に
ぎ
り

人
権
作
文
か
ら

⑦ 

は
こ
の
時
は
じ
め
て
、

A
君
の
気
持
ち

が
わ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
ク
ラ
ス
の

人
も
み
ん
な
気
づ
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

A
君
は
、
お
に
ぎ
り
を
つ
く
る
の
が
へ

た
な
の
で
は
な
く
て
、
み
ん
な
が
食
べ

て
く
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら

つ
く
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
ぼ
く
は
す
ま

な
い
と
思
っ
た
。

A
君
の
気
持
ち
を
理

解
で
き
な
か
っ
た
自
分
が
は
ず
か
し
か

っ
た
。先
生
に
い
わ
れ
て
、
あ
ら
た
め
で

A

君
も
ふ
く
め
て
、
み
ん
な
で
お
に
ぎ
り

を
つ
く
っ
た
。
形
や
大
き
さ
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な

コ
フ
ま
い
」
「
う
ま
い
」

と
い
っ
て
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
。

n
ヨ

。

服
そ
う
や
み
か
け
で
、
人
を
評
価
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
偏
見
は
人
の
心
を

傷
つ
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
心
を
ふ

け
っ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
松

山
市
を
中
心
に
し
て
、
全
国
同
和
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
二

万
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

偏
見
や
差
別
の
な
い
、
明
る
い
社
会

や
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
、
み
ん
な
で

勉
強
す
る
大
会
で
す
。
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奥

さ

ん

訪

問

人
情
味
が
あ
る
所
で
す
ね

No.66 

新

谷

西
野
美
佐
子
さ
ん
(
お
歳
)

おおず

V
宮
崎
県
の
北
浦
町
と
い
う
所
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
海
が
近
く
に
あ
り
、
リ
ア

ス
式
海
岸
の
た
め
景
色
が
き
れ
い
な
所

で
す
。
タ
イ
や
ハ
マ
チ
の
養
殖
が
盛
ん

な
と
こ
ろ
で
す
。

V
大
洲
の
人
は
、
人
情
味
が
あ
り
ま
す

ね
。
近
所
の
人
た
ち
が
、
と
て
も
親
切

に
し
て
く
れ
ま
す
o

v
大
洲
は
、
も
う
少
し
交
通
の
便
が
良

か
っ
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
天
気
が
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
ね
。
九
州
か
ら
来
た
せ
い
か
、
冬

は
と
て
も
寒
く
感
じ
ま
す
。

V
水
天
宮
や
川
ま
つ
り
の
花
火
大
会
が

広報

大
洲
市
市
木
の
平
曽
地
区
で
は
、
愛

護
班
(
西
岡
広
吉
班
長
、
三
十
七
歳
)

が
中
心
に
な
っ
て
、
こ
の
地
区
で
は
初

め
て
と
い
う
N

た
る
み
こ
し
ο

を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
た
る
み
こ
し
は
、
同
地
区
の
小

学
校
一
年

1
六
年
生
三
十
四
人
が
担
ぐ

た
め
の
こ
ど
も
み
こ
し
で
、
全
長
は
三

・
五
灯
、
高
さ
六

0
4
メ
ー
ト
ル
、
製

作
費
用
は
、
約
十
五
万
円
と
い
う
こ
と

で
す
。十
月
六
日
か
ら
製
作
に
取
り
掛
か
り

十
月
二
十
二
日
に
完
成
し
ま
し
た
が
、

十
一
月
二
日
の
秋
ま
つ
り
ま
で
に
完
成

さ
せ
る
た
め
、
作
業
が
夜
の
一
時
、
二

時
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

十
月
二
十
八
日
に
は
、
子
供
た
ち
が

そ
ろ
い
の
は
っ
ぴ
を
着
て
、
た
る
み
こ

し
を
初
か
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

平
曽
地
区
は
、
新
興
住
宅
地
で
地
域

の
つ
な
が
り
や
子
供
た
ち
の
楽
し
み
と

な
る
行
事
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
た
る
み
こ
し
製
作
を
通
し

と
て
も
奇
麗
で
し
た
o

v
主
人
(
幸
男
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
で

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
結
婚
し
ま
し
た
。
子
供
と
よ
く
遊

ん
で
く
れ
る
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
注
文

は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
子
供
は
、
長
男
の
光
太
郎
(
四
歳
)

次
男
の
祐
介
(
一
歳
)
の
二
人
で
す
。

健
康
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
、
優
し

い
人
間
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま

す。

て
、
平
曽
地
区
約
七
十
戸
の
交
流
が
深

ま
り
、
連
帯
感
も
強
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

小
雨
の
中

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

1 

障
害
者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
機

能
を
回
復
、
ま
た
親
睦
を
図
る
目
的
で

十
月
二
十
九
日
、
大
洲
市
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
の
集
い
が
旧
北
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

聞
か
れ
ま
し
た
。
大
洲
学
園
、
育
成
園

な
ど
か
ら
の
参
加
者
四
百
三
十
人
は
、

小
雨
の
降
る
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
刊
図
書
案
内

沢

庵

水

上

勉

著

京
都
歳
時
記
全
4
巻

小

学

館

ワ
ー
プ
ロ
を
買
う
前
に
読
む
本

矢
野
和
代
著

町
並
み
家
並
み
事
典
吉
田
桂
一
一
者

あ
な
た
生
活
を
科
学
し
て
ま
す
か

坂

下

栄

著

暦

と

時

の

事

典

内

田

正

男

著

私
の
作
っ
た
お
惣
菜
宇
野
千
代
著

ふ
る
さ
と
産
業
ゃ
つ
く
り

地
域
開
発
研
究
所
編

農

業

簿

記

西

村

林

著

木

の

名

の

由

来

深

津

正

著

う
ま
い
魚
が
食
い
た
い
橋
本
憲
一
著

第

二

の

人

生

萩

尾

瞳

著

摩

擦

の

核

心

石

井

二

一

著

墜

落

の

夏

吉

岡

忍

著

N
T
T
の

挑

戦

大

前

正

臣

著

人

間

メ

デ

ィ

ア

横

浬

彪

著

国
宝
へ
の
旅
1
・2
N
H
K
取
材
班

頭
の
体
操
1
1
8

多

湖

輝

著

江

園

滋

俳

句

館

江

園

滋

著

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

早

坂

暁

著

花

の

碑

大

城

立

裕

著

花

園

の

迷

宮

山

崎

洋

子

著

白

夜

緑

陰

の

章

渡

辺

淳

一

著

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
男
た
ち
宮
本
美
智
子
著

源
氏
物
語
人
殺
し
絵
巻
長
尾
誠
夫
著

地
球
の
一
角
か
ら
住
井
う
ゑ
著

文
学
賞
事
典
広
田
広
三
郎
監
修
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広報

hv縄
文
式
土
器
を
つ
く
ろ
う
国
立
大
洲
青
年
の
家

十
月
四
日
、
五
日
、
国
立
大
洲
青
年
の
家
で
、
昨
年
に
続
い
て
第
二
回
目
の

H

縄
文
式
土
器
守
つ
く
り
H

が
聞
か
れ
、
市
内
の
中
学
生
、
西
条
市
の
主
婦
な
ど

十
九
人
が
参
加
し
土
器
守
つ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
日
成
形
し
た
土
器
は

十
一
月
に
野
焼
き
し
て
完
成
し
ま
す
。

おおず

企ロータリークラブの薄田会長

粟津保育所で1日保育所長
10月27日、八多喜の粟津保育所

(向井ミツコ所長)て¥ロータリー

クラブ会長の薄田昭夫さんが、 1日

保育所長になりました。

歌やゲーム、紙芝居を通じて子供

たちと交流し、園児たちもすっかり

慣れ親しんでいました。

4・メヲ
ズ町、I手

p に斗a、
{ s[g)}_] 

昭和61年12月1日

一~
山 一生命~一、、、ー

一、

』

P
小
・
中
学
生
対
象
に
H

教
育
相
談
H

十
月
七
日
、
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
浮
穴
功
先
生
、
藤
原
喜
久

利
先
生
、
松
村
因
子
先
生
を
迎
え
て
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
で
H

教
育
相
談
H

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
相
談
を
受
け
た
生
徒
は
十
一
名
で
、
相
談
の
内
容
は

登
校
拒
否
に
関
す
る
も
の
が
、
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

v公民館でと英会話ミを学ぼう
10月15日、大洲市立中央公民館で英会話

教室が開講されました。

これは、大洲に来る外国人観光客に道案

内でも出来ればということで中央公民館が

主催し、 20代 -60代の女性を中心に21人が

参加、高瀬吉孝先生の講義を熱心に受けて

いました。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮
(
⑩
7
7
0
0

『
塵
農
の
散
歩
道
』

受
話
器
を
と
っ
て
⑫
7
7
0
0
番

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
渡
部
一
行
先

生
に
よ
る
「
郷
土
の
歴
史
」
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
洲
の
歴
史
に
興
味
が
み
る
人
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月
一
日

1
十
二
月
十
四
日

三
瀬
周
一
二
と
洋
学

十
二
月
十
五
日

5
十
二
月
三
十
一
日

三
瀬
諸
測
と
医
学

一
月
一
日

1
十
四
日

武
田
兄
弟
の
功
績

一
月
十
五
日

1
一
月
三
十
一
日

矢
野
玄
道
の
立
志
と
遊
学

無年
事末
故年
で 12始
つ/の
な 21交

5il妻
ゆ/全
く 10県
年民
く還
る動
年

10月末までの
大洲市内の交通事故

現10月末在 昨同 期年

イ牛 数 212 188 

負傷者 284 252 

手E 者 2 
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乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

ロ
月
2
日
(
火
)
昭
和
臼
年
7
月
生

ロ
月
9
日
(
火
)
昭
和
白
年
4
月
生

ロ
月
日
日
(
木
)
昭
和
的
年
5
月
生

ロ
月
日
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

ロ
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

おおず広報

実

施

日

ロ
月
2
日
(
火

受
付
時
間

料

金

胃

が

ん

検
三A
Õ~ 

場

所

南
予
被
服
K
-
K

(
田
口
)

8
時
1
日
時

9
0
0
円

実

施

日

場

所

ロ
月
2
日
(
火
)
南
予
被
服
K
-
K

受
付
時
間
日
時
i
H
時

検
診
内
容
(
)
内
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所

実

施

日

内

容

ロ
月
口
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

ロ
月
弘
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

告
⑫
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
4
日
(
木
)

12 
(月
E:l 7 
~日

ロ
月
比
日

(
日
)

12 
(月
日 21
)日

ロ
月
出
日
(
日
)

時

間

9
時
却
分

1
ロ
時

3
土
寸

1
4七
寸

θ
¥ワ

1

よ

口

U

1

i

口
u
つU

ノコ

5
土
寸

1
6土
寸

ー
ム
門
口

1
i
門口

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

清
家
産
婦
人
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
8
6
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
(
旬

2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

泉
内
科
(
東
大
洲
)

告

(
ω
6
4
0
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

ロ
月

m日
(
月
)

ロ
月
初
日
(
火
)

ロ
月
白
日
(
氷
)

-
市
立
大
洲
病
院

一

宮

(
ω
2
1
5
1

加
戸
外
科
病
院

宮
⑫
5
1
0
1

1
月
1
日
(
木
)

1
月
2
日
(
金
)

1
月
3
日
(
土
)

1
月
4
日
(
日
)

大
宮洲
⑫中
4 央
5 チ丙
5 ~jG 
1 

ま
ご
こ
ろ
の

j 

お
く
り
も
の

{やi
cー/，、
叫

金

一

封

大

洲

山

口

金

一

封

徳

森

森

居

金
一
封
(
寄
付
金
)

東
宇
山
山
本
ス
エ
コ

金
一
封
(
忘
れ
ら
れ
な
い
歌
に
夢
を

託
し
て
・
・
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
フ
ォ
ー

ク
コ
ン
サ
ー
ト
収
益
金
)
菅
田
町
・

山

根

光

男

・

大

洲

井

上

雅

人

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
!
ル

収
益
金
)
中
村
フ
ジ
大
洲
庖
・
フ
ゴ

大
洲
庖
テ
ナ
ン
ト
会

百親
合緒
子

相談ごと案内
いずれも無料です。わ気軽に

ご利用ください。

砂交通事故相談

と き 12月 8日 10日寺一15日寺

12月22日ク

ところ 市役所 1階会議室

砂人権相談

と き 12月22日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 12月 1日

12月10日

12月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 12月17日 9時 -12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急、がれる時は、電話で相談し

でくださいoft⑮3794(玉木)

砂社会保険相談

とき 12月22日 10時 -16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・業養士による健康相談

と き 12月25日日時一日時

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

E⑫6100 大洲福祉会

館(新谷)fi⑫ 0947

惨不動産無料相談

と き 12月15日 9ff寺-16日寺

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花庖 2階、常惜町 4) 

13時 -16時

金
一
封
(
寄
付
金
)
大
洲

大
洲
電
報
電
話
局
社
員
一
同

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
大
洲
育
成
園
へ
)

新

谷

町

津

国

元

金
一
封
(
若
宮
公
民
館
と
市
社
協
へ
)

若

宮

吉

岡

計

雄

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

安

川

歳

子

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

窪

田

泰

(

故

人

)

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会 N 

T 
T 

昭
和
六
十
二
年
成
人
式
の
ご
案
内

昭
和
六
十
二
年
一
月
十
五
日
に
成
人

式
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
昭
和

四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人
で
す
。
転
出

し
て
い
る
人
で
も
、
十
二
月
二
十
五
日

ま
で
に
各
地
区
の
公
民
館
へ
申
し
込
み

す
れ
ば
、
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す
。

司
直

η
〆』

圃

や
っ
と
広
報
十
二
月
号
の
原
稿
を
書

き
終
わ
り
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
、
プ

ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
一
位
の
契
約
金
は
、
一
億
円
に

近
い
も
の
で
す
が
、
一
年
後
に
は
、
野

球
を
辞
め
て
会
社
員
に
で
も
な
れ
ば
、

そ
の
後
優
雅
な
生
活
を
送
れ
る
・
-
-
-
-
-
な

ど
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か

?

(

S

)
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